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【議題 6】2017年度 9月例会の準備状況 

開催日：2017年 9月 15日(金) 13:30～16:30 

場所：薬学会館（東京） 

講 演  演題・所属・氏名 備 考 

一般講演 

 

1） 13:30～14:15 

「医薬品開発後期段階における薬物動態研究者の貢献  

‐TAK-875のイヌ肝臓毒性における ADME試験結果からの考察

‐」 

武田薬品工業株式会社 PRE 薬物動態研究所 

田川 吉彦 先生 

済 演題 

済 演者 

済 ご略歴 

 2） 14:15～15:00 

「生理学的薬物動態・薬力学モデルを用いた SGLT2 阻害薬カナ

グリフロジンの腎・小腸管腔内濃度推移および薬効シミュレーシ

ョン」 

田辺三菱製薬株式会社 創薬本部 薬物動態研究所 

森 和美 先生 

済 演題 

済 演者 

済 ご略歴 

特別講演 

 

 15:15～16:15 

「（未定）」 

（未定） 先生 

未 演題 

未 演者 

未 ご略歴 

司 会  キッセイ薬品工業  

 

特別講演： 

一般講演の内容は PK/PD 及び毒性関連ですが，最近のセミナー等で M&S に関する演題を良く見

ますので，毒性関連の先生を調査。 

 

第一候補：深見 達基 先生（金沢大学 医薬保健学域系 准教授） 

「医薬品副作用に関与する新規加水分解酵素の役割」 

「特異体質性薬物性肝障害における免疫学的因子の作用機序解明と予測試験系の開発研究」 

「薬の副作用発症に関わるオーファン加水分解酵素の機能解析 」 

 

第二候補：藤原 亮一 先生（北里大学 薬学科・生命創薬科学科 講師） 

「アシルグルクロニドが引き起こす細胞毒性とその予測」 

「ビリルビン代謝を介した UDP-グルクロン酸転移酵素の生理機能調節」 

「ケラチノサイトを用いた個人レベルでの薬物性肝障害の予測を目指した検討」 
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【議題 7】2017年度 第 40年会の準備状況 

開催日：2017年 10月 23日(月)～24日(火) 

場所：アクトシティ浜松（浜松） 

＜第 40年会組織委員＞ 

シンポジウム 1 

・京都大学 教授 山下 富義先生  ・千葉大学 教授 伊藤 晃成先生 

・武田薬品工業 平林 英樹先生   ・久米 常任幹事，千葉 常任幹事 

シンポジウム 2 

・摂南大学 教授 山下 伸二先生  ・小野薬品工業 小野 静香先生 

・アステラス製薬 上林  敦先生  ・久米 常任幹事，千葉 常任幹事 

事務局： 

・キッセイ薬品工業株式会社 安倍，鎌田 企画幹事 

・第一三共株式会社 安部 企画副幹事 

 

＜第 40年会組織委員会シンポジウム別 電話会議＞ 

日時：シンポジウム 1 2017年 3月 6日，4月 12日 

シンポジウム 2 2017年 3月 16日，4月 3日 

 

シンポジウムタイトル（案） 

シンポジウム 1：「次世代の創薬研究を担う新規ツール（肝細胞システム，AI技術）」 

シンポジウム 2：「Rapid Manufacturingから最終製剤決定に至る消化管吸収性予測」 

 

特別講演の演者候補 

1. 大阪大学 教授 紀ノ岡 正博 先生（iPS 細胞／3D培養／生産プロセス管理） 

 

基調講演の演者 

1. ファイザー 山崎 慎司 先生（トランスレーショナルリサーチ／M&S）：内諾済み 

 

シンポジウム 1の演者候補 

（アカデミア） 

1. 東京大学 伊藤 暢 先生（肝再生／マウスモデル／イメージング）：内諾済み 

2. 東海大学 木村 啓志 先生（肝細胞／Organ-on-chip）：海外留学中，代行者を依頼中 

3. 大阪大学 松崎 典弥 先生（iPS／共培養／3D培養） 

4. 同志社大学 日和 悟先生（ヒト脳機能マッピング／AI） 

（企業） 

1. ファイザー 木本 絵美 先生（肝細胞／サンドウィッチカルチャー）：内諾済み 

2. エルピクセル株式会社 島原 佑基 先生（画像診断支援システム／AI） 

3. 田辺三菱製薬株式会社 大野 研 先生（フェノタイプスクリーニング／AI） 
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シンポジウム 2の演者候補 

（アカデミア） 

1. 立命館大 菅野 清彦先生（経口剤開発の現状／in slico吸収予測） 

2. 物質材料研究所 川上 亘作先生（物性評価／過飽和／ナノ製剤化） 

（企業） 

1. 塩野義製薬 木村 豪先生（簡易製剤開発戦略）：内諾済み 

2. アステラス製薬 上林  敦先生（最終製剤化戦略）：内諾済み 

3. 武田薬品工業 山本 俊輔先生（経皮デリバリーにおけるヒト PK予測） 

 

＜本日ご討議頂きたい内容＞ 

 各シンポジウムの演者候補について（一部は杉山会長の事前了解の下，打診済み） 

 年会終了時間（最大 18時まで）について 

 

 

 


